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■研究調査レビュー

離島における地域の人間形成と学校

_沖永良部島・国頭小学校の1970年代―

前田晶子（鹿児島大学教育学部）

1．沖永良部における「知」の系譜と

近代学校の登場

はじめに

「近代学校」とよばれる市民／国民の養成

機関が日本に登場して百数十年を数える。

80年代以降その機能不全が言われ，現在は教

育改革というターニングポイントを迎えてい

る。

本稿の目的は，学校と地域の関係を歴史的

に分析することで，改めて学校の役割を問う

ことにある。学校が地域の人間形成において

どのように機能してきたのか，逆にいかなる

困難をもたらしたのか。このような問題を，

鹿児島県大島郡の沖永良部島を対象として考

察していきたい。

「離島」における人間形成は，その地域性

と密接に絡んで構成されているところに特徴

がある。ここでの教育は，「島を離れる」とい

うことを考慮しないでは成立しないし，また

同時に「島に帰る」ことも想定されなければ

ならない。このような対象に焦点をあてるこ

とで，子ども達の移動の中に地域の人間形成

と学校の関係を浮かび上がらせたい。

以下，沖永良部島の北部･国頭（く|こがみ）

部落における近代学校の位置づけを歴史的に

概観し，とりわけこの地域の農業における転

換期となった1960-70年代の学校の役割に

ついて，教員の動向に着目しながら考察して

いく。外部世界（島外）への吸引力をもつ学

校と，外部世界との関係を絶ってしまっては

成り立たない離島の生活との間にどのような

関係が結ばれてきたのか。また，それら高度

成長期における両者の関係が現在のポスト産

業社会に残した課題について考察する。

最初に沖永良部島における学問の系譜を

辿り，その上で近代学校の登場を確認しよう。

ここで取り上げる操家は，１８世紀の終わり

から続く島の名望家であり，またこの地方の

知識人を代表してもいた－族である。五代担

勁（1847-1923)は叔父などから漢学を学び，

また流調中（1862）の西郷隆盛に孟子･論語

を教え受けたといわれ，２０歳代後半には鹿児

島の造士館訓導らにも就いて漢学・医術を習

得している。

一方，その息子世代はどのように学芸を身

につけたのだろうか。その長男担春は，鹿児

島県師範学校を卒業し，1898年に和泊高等

小学校に勤めている(その年赤痢により死亡)。

また，二男担水は鹿児島中学造士館に入学，

三男の担道もまた鹿児島県立第二中学校に就

学している。この二人は共に医者・医学博士

として島外においてその生涯を過ごしている。

【操家の系譜】

四代担裁（1825年生，戸長）

五代担勁（1847,知名村長，和泊村長）

長男担春（1876，和泊高等小学校訓導）

六代二男担水（1886,岐阜県病院部長,医学博士）

三男担道（1893，九州大学教授，医学博士）

担勁の父担裁（四代）は，息子担勁に向け

て操家の歴史を次のように伝えている。

汝ノ曽祖父担晋公ナルハ，幼ヨリ学文ヲ

好ミ，又医業ヲ兼テ勉学シテ曽野穂奥を

極メ，又詩歌二長ゼシヲ以テ，島詰代々
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修め，薩摩と琉球の双方向に交流関係を拡げ

ることが村政（与人）への道を拓いていた担

裁・担勁世代に対して，担水と担道において

は，（二三男であることを考慮に入れたとし

ても）上級学校への就学が島を離れる結果を

もたらしている点は注目されよう。このよう

に近代学校は島と島外世界をつなぐ制度的

ルートであったがゆえに親密な「交際」に

代わって人々を島外へ吸引する働きを果たす

ことになったのである。

では，沖永良部島内において，学校は人々

にどのように体験されていたのであろうか。

明治中期，知名尋常小学校（島南部）に学ん

だ安藤佳翠の回想録をひもといてみる。彼は，

就学期以前からすでに「半年生」として通学

していたという。のちに教員となり，地域の

郷土研究にも尽力した人物である。

さて，こ〉で何を教わっただろう。根ツ

から不勉強な性だったので，そこになる

と極めてボンヤリしたものだが，あの読

本の掛図の記'億だけは鮮明で，今でもゾ

クゾクする位心が浮立つのだ。［中略]次

ノ官員卜親友ニナリ，鹿児島及ビ沖縄二

航スレバ高官貴位ノ大人卜交際シ，詩歌

文章ヲ以テ世二名アリキ（1890年，下線

一引用者，以下同じ｡）

一方担勁はといえば，担水と担道に宛てて

次のような訓戒を残している。

汝等兄弟へ衆二秀ヅル程ノ才能アルニ

非ザルモ，可ナリニ勉強セシ為，高等専

門ノ学校モ卒へシニ依り，尚進ミテ息マ

ザレバ社会二貢献スルコトモアラムカト

嘱望ス。（1922年）

ここから，担裁の世代とその後継者（担勁，

担水・担道）には，ある種の断絶をみてとる

ことができる。そのひとつは，近代学校の存

在である。前者担裁の次世代へのメッセージ

は，幅広い「親友」「交際」関係に重点が置か

れている。それに対して，息子担勁は学校を

通じた「勉強」を重視し，さらに「孫ノ学積

マデハ見届ケタキモノナリ」と記しているの

である。つまり，大正期には，島の有力者に

とって，学校は欠くべからざる存在になって

いたと考えられる。またふたつめには，学を
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がキ・ハ。

っていた。

ちていた。

茂った木の幹にはセミが止ま

その下には数枚の木の葉が落

シマで見る木とは違っていた

整備が進められていった。

【表１】国頭小学校年譜

が，あるいは柿の木であったのかも知れ
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Ｍ１０１８７７ぬ。その次がぼくの大好きなハス・ハナ

だった。［中略]あ上あの田芋のムジにあ Ｍ１５１８８２

Ｍ１９１８８６

のような花が咲き，そこにあのような鳥
Ｍ２３１８９０

Ｍ２７１８９４
がいたらなあと思うことだった。（安

藤，1951年，５９頁）

学校の教材を通じて，島外の世界はインパ

クトをもって子どもに伝えられている。また，

天長節についても次のように体験されている。
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さて，この天長節だというと，胄演で糊

付けした着物を平気で着ている。「汚れ

人形」も小さっぱりとした晴着姿で学校

へやって来る。女の生徒はというと，い

つもの頭の頂辺に小牛の糞を乗せたよう ４
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なチンチクではなく，ヤマトハラジ（大

和風の結髪）を結う゜（同上，６２頁）

学校を通じて国家行事が村に伝えられると

いう全国的状況のなかで(大門，2000年)，沖

永良部島も例外ではなかったのである。

以上から，島内の知識人層において，近代

学校は「大和」への入口として機能したので

ある。しかし，学校が島外から持ち込まれ，

国民国家の統治機関としてのみ存在したと考

えるのは早計である。実は，学校は村の生活

の中で大きな位置を占めてきたのである。村

民は自分たちの学校を親しみを込めて「わ

ちや学校」と呼ぶ。
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１９８８２．「わちや学校｣－国頭小学校の教員層

国頭小学校（以下国頭小）は，【表ｌ】が示

すように，当初は私宅に置いて開校されたも

のであった。1890年の改正小学校令を受け

て，1898年には民家を用いた形態から脱し，

現在の学校所在地に校舎を構えている。その

後も，年限延長や高等科の設置，国民学校へ

の改称など，教育関係諸令と対応しながら，

１
２
３

Ｈ
Ｈ
Ｈ

1９８９

１９９０

１９９３

註『国頭字誌』より作成

国頭小の児童数は，【図ｌ】にあるように

１９１０年代以降上昇を続け，1940年代から６０

年代まで400～450人台で推移する。その後，
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急激に減少し，９０年代末には100人を下回る

までになっている。

このような状況の中で，教員組織はどのよ

うに推移していったのだろうか。【図２】は教

員数の変化を示したものである。明治後期か

ら見渡すと，

［第一期］1920年代までの10人未満の時

代

［第二期］終戦までの急増期

［第三期］戦後の10～15人体制の時期

に分類される。

各期における教員の特徴をその在校年数か

らとらえていきたい。【表２】は，赴任年度別

に，教員の在校年数をみたものである。

［第一期］では，教員数は全体としては－

桁台にとどまるものの，長期在校者が半数以

上を占める状況が見られる。また，この時期

の，地元出身教員の多さも注目される。ここ

から，この時期の国頭小には，地元出身の在

校１０年を越える教員が必ず数人は存在して

いる状況があり，教員集団の属性において他

の時期よりも地域との関係がより直接的であ

ることが窺えるのである。

［第二期]になると，２年以下の短期在校者

の数が増えるため，在校年数の両極化が見ら

れる。この時期を特徴づける教員数の急増は，

このような２年未満の教員によってもたらさ

れていたことがわかる。児童数の増加に従っ

て，教員数は増加するものの，それは決して

安定したものではなく，一時的な補填という

』性格が強い。この時期の教室不足についての

以下のような記述も同様に学校が児童数の

増加に対応できていない姿を露呈している。

【図１】国頭小学校児童数の推移
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註和泊町立国頭小学校『創立百周年記念誌」より作成

【図２】国頭小学校教員員数の推移
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【表２】国頭小学校教員在校期間の推移（赴任年度別）

年度２０年以上１０～19年５～９３～５年２年以下教貝数地元出身

１８９８－１９０２２人２５／３人３８／１人１３／１人１３／１人１３／８人６人７５／

第１９０３１９０７１２５／３７５／４４１００／
－１９０８１９１２３４３／１１４／３４３／７７１００／

期１９１３１９１７２４０／１２０／２４０／５２４０／
１９１８１９２２２２９／２２９／１１４／２２９／７３４３／

1９２３－１９２７１７／１７／４２９／２１４／６４３／１４５３６／

第１９２８１９３２１８／５４２／３２５／３２５／１２６５０／
二１９３３－１９３７１５／３１５／５２５／１１５５／２０１５／

期１９３８１９４２７２４／７２４／１５５２／２９６２１／
１９４３－１９４７３１０／３１０／６２１／1７５９／２９９３１／

註『国頭字誌』より作成

「地元出身」とは，島北部（国頭，西原，喜美留）を指す

「教室不足のため二部授業，後国頭集会

場を仮校舎として借用して授業を継続し

たが諸々の不便を感じ－教室に二学級を

入れて二人の先生協同で児童の訓育をな

す」（1939年度学校沿革史）

［第三期]では，終戦直後の事'情からか，一

時的に地元出身の教員が多く採用されている。

その後は徐々に減少し，８０年代以降地元の教

員はまったく姿を消してしまう。また，１０年

以上の長期在校者も70年代には採用されて

いない。一方,２年未満の教員も減少してお

り，８０年代には「３年型｣の定着が窺える。こ

こから，［第三期]には80年代を境として質的

な転換があったと考えられるのである。

以上のような1980年代の「３年型」の定型

化と地元教員の減少という状況とともに，か

つてのような学校と地域の物理的連続性が失

われ，代わって両者の新たな関係づくりが意

識的に模索されたであろうことが予想される。

この中で，国頭小では60年代末から先田吉秀

校長（在任期間：1969-74年度）を中心とし

て郷土教育への取り組みが始まっている。以

下では，教員へのインタビューをもとにこ

の時期の学校と地域の関係について考えてい

きたい。

３．１９７０年代前後の学校と地域

1960年代の末から７０年代にかけて，約１０

年間国頭小で勤めた島外出身の教員Ａ氏に

国頭小での教育実践と地域との関わりについ

て訪ねた。彼は，ちょうど［第三期］の転換

期直前の国頭小に赴任したことになる。Ａ氏

は，赴任当時の様子と，国頭での教員生活を

次のようにふり返っている。

○歓迎会は職員室の机を全部合わせて，そ

うして机の上が舞台，その上に新しい先

生を乗せて，芸をさせて，みんなで嚇し

たてて，入学試験というのをした（笑)。

1３

年度 20年以上 １０～19年 ５～９年 ３ ～〆 5年 2年以下 教員数 地元出身

第
一
期

1８９８－１９０２

１９０３－１９０７

１９０８－１９１２

1９１３－１９１７

1９１８－１９２２

2人 ２５％ 3人

２

３８％

２９％

人１
３
２
２

％
％
％
％

３
３
０
９

１
４
４
２

人１
１
１
１
１

％
％
％
％
％

３
５
４
０
４

１
２
１
２
１

人１
３
３
２
２

１３％

７５％

４３％

４０％

２９％

人８
４
７
５
７

人６
４
７
２
３

７５％

１００％

１００％

４０％

４３％

第
二
期
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○国頭小学校の力をみせてやろうっていう

みたいな意気込みでやったんじゃないで

すかね。［中略]かなり入りましたよ。立

ち見が出るくらい並びましたですね。

（Ｂ氏）

また，陸上競技の県大会や合唱コンクール

などの学校対抗の競技の場において国頭小が

参加するにあたっても，同様に地域の人々の

支持を得ている。

○記録も，町の記録じゃなくて，あくまで

もね，県の記録をねらってやったですね。

実際に－人の子は県の新記録を作って，

かなり長い間記録は残っておったんです

けどもね。だから，そういうのに，国頭

の人たちは喜んでくれましたね。（Ａ氏）

○子ども達を鹿児島につれて，ＮＨＫの合

唱コンクールに出場したんですよ。その

当時にすれば大変なお金がかかったはず

ですけどね，子ども達をそうやって援助

してくれた親って国頭なんですね。（Ａ

氏）

貧しい生活の中で，このように子どもに自

信をつけされることが可能なのは学校だけで

ありだからこそ教員のこのような取り組み

が地域住民に支持されていったという経緯が

ここに見えてくる。また，国頭の島内での低

い位置づけが，逆に強い学校支持となって現

れているものと思われる。つまり子どもに自

信を持たせることが，同時に地域の威信を高

めるものでもあったのである。

今はもうないでしょうね。（Ａ氏）

○39年間教員をして，一番いい時代ってい

うとおかしいけれども，模範になる時代

はね，国頭だったですね。［中略］あの時

の自分の教師生活というのは，本当に満

足だったですね。（Ａ氏）

彼が語る国頭小は，教職数年目で赴任した

若き教員に大きなインパクトを残している。

○永良部の子に教えていれば，３０年，４０年，

５０年後にはね，きっといい国頭，いい永

良部をつくってくれるというのがあった

です。絶対島に帰ってきてね，島を作っ

てくれるんだっていうのが強かったです

よ。（Ａ氏）

Ａ氏をしてこのように言わしめる国頭小の

教育活動はどのようなものだったのだろうか。

（１）子どもに自信をつけさせる

Ａ氏の語るこの時期の取り組みとして，地

域(学校外)との関係づくりが注目される。ま

ず，郷土教育として，この地域では失われつ

つあった三味線を次世代に伝えるべく，小学

校において三味線教室が開かれた。この取り

組みは，地域からの要望を受けて行われたも

のではなく，教員が｢頭下げて｣頼んでまわっ

たところに特徴がある。そのような教員の行

動は，生活に追われていた地域の人たちに支

持されるところとなった。

○[反響は]すごくよかったですよ。［中略］

その当時の親は子どもの頃すごく貧しい

思いをして育った所だったんですね。だ

から，そういうものをやって，みんなに

こう聞いてもらったり［することが喜ば

れた]。（Ａ氏）

三味線教室の発表会は，和泊町の中心部

（和泊公民館）で行われた。それは「国頭西

原馬ん糞」と呼ばれていた当地域が威信を示

すところとなり，その様子は現在鹿児島県内

で高校の教員をしているＢ氏にも印象深く記

憶されている。

（２）外界で生きる力の養成

もう一つの教員の役割としてインタビュー

から見えてきたのは，島外に出ても生きてい

ける力の養成である。それが端的に現れてい

るのが方言の矯正と共通語の習得である。Ａ

教員が島に赴任した際にも，校長から「きれ

いな言葉」（共通語）を子ども達に教えてほし

いと言われたという。また1960年代半ばに

小学校時代を過ごしたＢ氏は，学校にいる間
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}主教室以外でも共通語を話すことが求められ

たと語る。

○方言を使ったら罰則を与えられたんで

すよ。［中略]共通語で言えない部分があ

るんですよ。それを「方言でいえば～」

と断ればいいことになっとったんです。

［中略］学校生活全部だから苦しいわけ

ですよ。方言でしか表現できない部分っ

ていうのは沢山あるのよ・特に遊びの中

ではね。（Ｂ氏）

○（Ｑ：方言を大事にしようという先生は

いなかったですか｡）その時の雰囲気はで

すね，内地に行ってもきちっとしゃべれ

るような人間にならなきゃいけないとい

う風潮が強かったんじゃないかな。方言

しゃべるんか，別にその我』慢することな

いちゅう先生は一人もいない。［中略]親

の要求でもあるわけですよ。そこに残る

のは－人［長男一引用者］ぐらいしか残

れないから。あとの子ども達は，そうい

うふうに指導してもらいたいっちゅうの

は多分にしてあったんじゃないかな。だ

から，それでだいぶん［方言が－引用者］

潰されてはきた。（Ｂ氏）

○あの頃は，島の先生ではなくて，鹿児島

の先生，本土の先生をというのがあった

んですね。僕はそれはね，過ちだったと

思うんですけども。丁度その頃です。方

言を使わない，とかね。それから，島の

方言の歌を，いわゆる共通語に直して歌

わせるというね。（Ａ氏）

このように共通語の奨励は学校内で徹底

して行われていたようである。さらに，当時

の島の経済状況から二三男以下は島外で職を

得ることが余儀なくされていた中で，共通語

指導は親からも支持されるものであった。

○俗に言う受験学力みたいなのはない。む

しろ，地元としては，正直いって，今で

いう生きる力っちゅうのかな。その，あ

の'学問はなくてもいいから，とにかく

その自分で。だから，－番重要なのは人

望なんだ。自分で飯が食える，世の中に

出て飯が食える人になれ。人に迷惑かけ

て後ろ指指されるような生き方をしない

でちゃんと人の中に入っていっても生き

られるっていうことが基本で教えたよう

な気がする。（Ｂ氏）

○やっぱり，自分の子どもはね，外でもっ

と羽ばたいてもらいたいっていう願いが

あるんじゃないですかね。自分たちはも

う，今の親の親ですね，６０代70代の人た

ちは，島から出ることが出来なかったで

すからね。出たくても出れない。（Ｑ出

ることが出来ないという思いがある…）

だって，鹿児島を「内地」っていうくら

いで，自分たちは占領地だったわけで

しよ。それこそ密航して鹿児島に行って

た人たちですからね。［中略］出ても，結

局仕事が，技術はもってないですしね。

（Ａ氏）

このように学校は，村を離れて外界で生

きていく力の養成を担ったのである。

（３）国頭の1970年代

【図３】は，共通語教育が推進された背後

の事情をよく示している。Ａ氏が赴任してい

た70年代当時は，転出者の数が突出している

のがわかる。高校卒業後，1968年に進学の

ため上京したＢ氏によると，沖永良部高校の

卒業生の３／４が就職し，その多くが集団就

職として島を離れたという。また，【図４】に

あるように1975年以降は中卒者が殆どい

なくなるため，この時期の学校への依存度

（信頼度）は高まっていたと推測される。

さらに，この時期の地域の農業にも留意す

る必要がある。Ａ氏は，1960年代の終わり

頃から，農協を通さずに独自に市場を開拓し

ていく－部の農家の登場によって地域の農業

が変化していくのを学校の中にいても感じて

いたと話す。
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【図３】和泊町の人ロと転入出
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【図４】中学校卒業後の進路

屡雪

０
０

０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
５
０
５
０
５

４
３
３
２
２
１
１

1９６２１９６５１９７０１９７５１９８０１９８５１９９０１９９５２０００

註学校基本調査より作成

○国頭の農業が変わってくる時期だったん

ですよ。というのは，サトウキビ，小芋

をつくったり，園芸をしたりして，そし

てしかも農協を通さずにね，自分たちで

その市場を開拓していくという。［中略］

いわゆる当時は珍しい一千万農家という

のを作っていったわけですね。だから，

非常になんというか開拓心といいますか

ね，このままじゃいけないんだっていう

のは，そういった貧しさからですよね。

（Ａ氏）

農業の変化は，この地域の「開拓心」を高

めながら，貧しさからの克服を目差していた

のである。

これらの要素が重なる中で，学校教員の役

割は1970年代にはとりわけ地域で注目され

るものとなったと考えられる。Ａ氏は教員生

活の中で国頭小時代を「いい時代」と位置づ

けたが，実は国頭小にとっても1970年代は

もっとも地域から期待された時代だったとい

えるのである。

小括

1970年代に国頭小で学んだ子どもは，郷

士教育として習った三味線や踊りは出来るも

のの，方言は話せないといわれる。現在，こ

のような矛盾が気付かれはじめている。この

ことは，学校を通じた島と島外との関係が変

化してきていることを示している。７０年代

以降，農業収入の上昇により豊かになった島

の生活と，,情報化の中で一層島の文化が伝承

されにくい状況において，高度経済成長期の

残した課題を総括し，改めて学校の役割を問

うことが必要である。
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これまでのように島外世界への入口として

一方通行的にのみ機能するのではなく，島と

島外を相互につなぐ媒介的役割を果たす必要

があるのではないか。例えば，僻地の小学校

で取り組まれている留学制度はこの一例であ

ろう。離島における学校の役割の問い直しは，

学校をめぐる一般的な課題にも大きな示唆を

与えるものと考えている。
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